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入
会
説
明
会（
定
例 

月
３
回
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

刃
物
研
ぎ
作
業

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～

　
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
所（
袖
ケ
浦
）

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

書
道
教
室

　
毎
月
第
１
、第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
中
止
と
な
る
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、ま
ず
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

行
事
予
定

〈介護施設で働く友人と入居者様との会話〉
～洗濯物のやり取り～

友　人：一緒に洗濯物をしまいましょう。まずはショーツです。
下着と書いてあるところを開けてください。

【タンスを開けると大きなカレンダーがありました】
あら、これは壁に貼りましょうね。下着に日にちを聞か
ないとなりませんからね。

入居者：そうですね。面倒ですからね。
友　人：次はセーターです。

【セーターと書いてある引き出しを開けると靴が出てきました】
あら、セーターがお出かけしちゃうので靴は出しましょうね。

入居者：そうですね。寒いからセーターにお出かけされては困っ
　　　  ちゃいますからね。

【次にタオルの引き出しを開けるとメガネが出てきました】
友　人：タオルがメガネをかけたらお風呂上りに見られちゃいま
　　　 すよ。恥ずかしいから出しますね。
入居者：そうですね。こんなお婆さんでもやっぱり恥ずかしいで
　　　 すからね。

　介護の仕事も楽しんでしまう友人に敬意を払うと共に、どん
な仕事にも楽しみを見出して過ごしていきたいと思います。
� 広報部会

⃝地域になくてはならないセンターなので、大事に発展させていってほしい。
⃝シルバー人材センターの果たしている役割は非常に大きく、環境の維持、整備に果たしている点、感
　謝です。作業員不足で大変と思いますが、頑張ってください。
⃝マンションの日常清掃をお願いしておりますが、いつもお願いしている通りの内容をきっちり作業
　していただいており助かっております。センター様の対応も丁寧でとても満足しております。
⃝（剪定・除草等）注文してから作業までに時間がかかりすぎる。
⃝消毒作業を復活させてほしい。

集 記編 後

令和3年度「事業計画」「収支予算」
　第12回理事会（令和3年3月24日開催）において、令和
3年度「事業計画」「収支予算」が承認されました。
　主な内容についてご報告させていただきます。なお、
詳細につきましては、6月23日㈬に開催予定の定時総会
でご報告いたします。

事業計画
　新型コロナウイルス感染症は、さらなる経済停滞、景
気低迷を招くおそれがあります。
　高齢者の雇用情勢は、70歳定年制や定年制を廃止す
る企業の増加により生涯現役社会の実現が着実に進ん
でいますが、シルバー人材センターの会員拡大には向か
い風となっています。
　シルバー人材センターを取り巻く環境は厳しい状況
にありますが、平成30年度に策定した「第二次中期基本
計画（令和元年度から令和5年度）に基づき、事業運営を
推進し、地域社会の期待に応えられるよう会員・役職員
一丸となって取り組んでまいります。
　また、財政面において、平成24年度から6期連続で収支
相償未達成により発生した剰余金の解消について、令和3
年度までの解消が必達となっており、並行して収支バラ
ンスの改善を行い、効率的運営を目指してまいります。

収支予算
　令和3年度収支予算は、国の経済見通し、令和2年度決
算見込み、収支相償を満たすための剰余金の費消等を踏
まえ、経常収益を前年度当初予算対比6.3%減の5億1万
3千円、経常費用を同対比で5.7%減の5億557万4千円
を計上しました。
①経常収益（収入）
　受託事業収益で前年度当初予算対比3,220万円の減、
労働者派遣事業受託収益で同対比で122万円の減を見
込みました。
②経常費用（支出）
　国が推進する「働き方改革」に伴う、有期雇用職員の待
遇改善による人件費の増加、複雑化する社会への対応の
ため、社労士等の専門家を活用を図るなど、法令遵守の
ため必要な経費は増加させる一方、過去の実績から高い
効果が望めない広告宣伝費用を削減するなどの経費削
減を見込んで予算化しました。　
　当期経常増減は、マイナス556万1千円の見込みとし
ましたが、これは、新型コロナウイルス感染拡大の影響
を悲観的にとらえ、収益が伸び悩むことを見込んだこ
と、併せて剰余金の解消を行うことが必達であることを
理由にマイナス予算としました。
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令和3年3月31日現在
会員数：887名

　　男性700名 女性187名

　２年ぶりに企画させていただきました。
　今後も皆様から『川柳』募集いたしますので奮ってご応
募ください。次回（７月号）のお題は【無 題】です。
　締め切りは「６月11日㈮」必着とさせていただきます。

顧客アンケート調査の結果

当センターをご利用いただいた理由は、どれですか 会員の仕事の出来栄え又は仕事振りは、どうでしたか

当センターをご利用いただいての満足度は、どうですか今後も当センターを利用したいと思いますか

調査期間  令和2年11月9日～11月30日
調査対象  令和2年4～10月間で就業実績のあるお客様の中から

　　　　　300件を無作為に抽出
回　答　数  195件（回答率65.0％）

お題：【無題】

めぐり合い さくら舞い散る 八十路かな
（1393吉野 和男　屋敷）

マスク越し それでも笑顔が 見えるんだよ
（ペンネーム ならしのごんべい）

シルバーは 元気が一番 仕事は二番
（ペンネーム 昔は強肩）

記憶あり 知らぬ存ぜぬ いい答え
（2874小倉 紘　谷津）

しっかりを うっかり忘れる 今日、この頃
（ペンネーム 昔はライト）

コロナ禍に ステイホームの お年玉
（3678西田 梓　藤崎）

黒髪の こころで詠う 青年歌
（ペンネーム 八回転居）

［　］内は前回数

お
客
様
の
声
　

公共的団体で
信頼できるから

119［133］

手軽で利用
しやすいから

55［66］

地域の高齢者で
安心だから
71［68］

金額が安いから
83［87］

利用したいと思わない
1［0］

無回答 10［6］

仕事が丁寧だから
54［57］

高齢者の生きがい
支援になるから 51［49］

利用したい
164［185］

決めてない
20［9］

とても満足
82［80］

満足
78［92］

普通
27［25］

無回答 6［1］無回答 8［1］ 悪い 0［0］その他 3［2］
やや悪い 2［2］他に頼めるところがない 11［14］

とても満足
67［67］

満足
94［93］

普通
22［30］

無回答 9［6］不満 0［1］
やや不満 3［3］
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我
が
ふ
る
さ
と

　

昭
和
二
十
年
三
月
十
日
東
京
大
空
襲
直

前
、
神
田
神
保
町
か
ら
信
州
に
疎
開
し
、
同

年
五
月
二
十
七
日
、
父
親
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
で
戦
死
し
た
と
公
報
が
入
り
ま

し
た
。
母
は
東
京
に
働
き
に
出
、
私
と
弟
は

母
の
実
家
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
高

校
を
出
る
ま
で
辛
い
日
々
。「
居
候
置
い
て
合

わ
ず
、居
て
合
わ
ず
」正
に
そ
の
通
り
で
し
た

が
、
そ
ん
な
状
況
の
中
、
唯
一
学
校
が
好
き

で
、
良
き
友
に
恵
ま
れ
学
校
に
居
る
時
が
本

当
に
楽
し
く
幸
せ
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
何
よ

り
周
り
の
自
然
の
美
し
さ
、豊
か
さ
、最
高
で

す
。
信
州
に
は
こ
ん
な
県
歌
が
あ
り
ま
す
。

【
信
濃
の
国
は
十
州
に
境
連
ぬ
る
国
に
し
て
、

そ
び
ゆ
る
山
は
い
や
高
く
、流
る
る
川
は
い

や
遠
し
、松
本
・
伊
那
・
佐
久
・
善
光
寺
・
四
つ

の
平
は
肥
沃
の
地
、海
こ
そ
な
け
れ
も
の
さ

わ
に
、よ
ろ
ず
足
ら
わ
ぬ
こ
と
ぞ
な
き
。】

　
こ
の
詩
の
中
に
は
信
州
の
良
き
所
が
集
約

さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
県
民
子
供
か

ら
年
寄
り
ま
で
皆
歌
え
る
程
で
す
。
こ
ん
な

信
州
が
大
好
き
で
、ク
ラ
ス
会
に
は
必
ず
参

加
し
、良
い
想
い
出
に
。
皆
様
も
是
非
一
度

行
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
故
郷
は
東
京
か
ら
東
北
へ
五
百
キ
ロ

程
離
れ
た
岩
手
県
南
部
の
北
上
市
で
す
。
平

成
三
年
四
月
に
旧
北
上
市
と
和
賀
町
、江
釣

子
村
の
三
市
町
村
合
併
に
よ
り
大
き
く
な
り

ま
し
た
。
奥
羽
山
脈
の
ふ
も
と
、北
上
川
と

一
級
河
川
和
賀
川
と
の
合
流
地
点
に
あ
り
自

然
豊
か
な
水
と
緑
の
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ

た
所
で
す
。
高
校
時
代
ま
で
北
上
か
ら
八
キ

ロ
ほ
ど
奥
羽
山
脈
側
の
和
賀
町
で
過
ご
し
ま

し
た
。
今
年
は
大
雪
で
朝
昼
晩
と
雪
か
き
を

し
な
い
と
家
か
ら
外
へ
出
ら
れ
な
い
程
な
そ

う
で
す
。
こ
ん
な
故
郷
で
す
が
、秋
に
な
る

と
空
気
が
澄
み
県
の
最
高
峰
、岩
手
山
を
遠

く
に
望
む
事
が
出
来
る
所
で
す
。
岩
手
山
は

皆
さ
ん
ご
存
知
の
様
に
盛
岡
の
不こ
ず
か
た
来
方
城
か

ら
見
る
姿
は
富
士
山
の
様
に
長
い
裾
野
を
引

く
素
晴
ら
し
い
山
で
す
。
又
、稲
刈
り
や
漬

物
用
の
野
菜
の
水
洗
い
時
期
に
は
、北
上
山

地
の
最
高
峰
で
あ
る
早は
や
ち
ね
池
峰
の
雪
を
か
ぶ
っ

た
綺
麗
な
姿
か
ら「
冬
が
迫
っ
て
る
農
作
業

を
急
げ
」と
催
促
さ
れ
て
い
る
様
に
感
じ
ら

れ
る
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
早
池
峰
は「
花

の
百
名
山
」に
選
ば
れ
る
程
、「
早
池
峰
薄
雪

割
草
」等
の
固
有
種
の
植
物
が
多
く「
早
池

峰
国
定
公
園
」と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
所
で
四
季
折
々
変
化
す
る
大
自
然
に

包
ま
れ
飽
き
る
事
無
く
心
ゆ
く
迄
自
然
を
味

わ
う
事
が
出
来
た
所
で
す
。
例
え
ば
春
に

は
食
べ
ら
れ
る
山
菜
取
り
に
野
山
を
駆
け
巡

り
、太
い
蕗
、う
わ
ば
み
草（
ミ
ズ
）を
取
り
、

小
さ
な
体
に
は
背
負
い
き
れ
な
い
程
担
ぎ
、

え
っ
ち
ら
、
お
っ
ち
ら
山
を
下
り
て
家
に
帰

り
、
大
変
な
山
菜
の
後
処
理
を
行
い
、
素
朴

な
味
付
け
で
す
が
山
菜
料
理
を
堪
能
し
ま
し

た
。
夏
は
川
で
泳
ぎ
、石
の
下
に
隠
れ
て
い

る
ハ
ヤ
や
ウ
グ
イ
を
手
で
掴
み
、用
水
路
で

は
釣
り
を
楽
し
み
、秋
は
キ
ノ
コ
や
栗
拾
い
、

秘
密
の
場
所
を
順
番
に
周
り
秋
の
恵
み
を
探

し
、た
っ
ぷ
り
と
そ
の
味
覚
を
味
わ
い
ま
し

た
。
冬
は
小
さ
い
時
か
ら
ス
ト
ッ
ク
無
し
で

坂
や
土
手
で
滑
り
ま
し
た
。
北
上
か
ら
ス
キ

ー
場
に
来
た
人
の
道
具
や
洋
服
が
綺
麗
で
、

羨
ま
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
滑
り
方

は
我
々
が
上
手
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
自
然

の
豊
か
さ
を
感
覚
的
に
身
に
付
け
ま
し
た
。

し
か
し
、今
で
は
残
念
な
事
に
少
子
化
に
よ

り
素
晴
ら
し
い
大
自
然
の
醍
醐
味
を
味
わ
う

子
供
の
姿
を
見
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
是
非
、自
然
を
堪
能
で
き
る

自
然
を
維
持
し
、心
豊
か
な
故
郷
の
ま
ま
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
上
市
に
は
湯
治
で
有
名
な
秘
境
の
湯

泉「
夏げ
と
う油
温
泉
」が
あ
り
ま
す
。
子
供
の
頃

は
夜
尿
症
持
ち
だ
っ
た
の
で
田
植
え
が
終

わ
る
と
祖
母
と
共
に
荷
物
を
背
負
い
、歩
い

て
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
石

灰
華（
石
灰
ド
ー
ム
）が
あ
り
、炭
酸
カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
が
沈
殿
し
て
出
来
た
も
の
で
ド
ー

ム
下
が
二
十
五
ｍ
、
高
さ
十
七
ｍ
も
あ
る

大
き
な
物
で
特
別
天
然
記
念
物
で
す
。
日

本
に
は
数
少
な
い
ラ
ジ
ュ
ウ
ム
温
泉
で
す
。

雪
の
為
に
夏
の
終
わ
り
頃
ま
で
し
か
利
用

出
来
な
い
が
、近
年
は
交
通
の
便
も
良
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
是
非
、
夏
に
一
度
は
訪
れ

て
秘
境
の
湯
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

谷
津
地
区　

清
宮 

初
枝

No.1

私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

実
籾
地
区　

髙
橋　

司

No.2

夢の輪便り

『黙書』

100 回続ける夢の輪を目指す！女性交流会

　

ソーシャルディスタンスを守る為
10 名で行いました。
◎素直な心になって、
◎心を落ち着かせ、
◎神経を集中させて、
◎祈りを込めて行いました。
無になれた後は爽快感が満ちて
いました。

１月２９日 第 55 回目の [ 夢の輪 ] は写経でした。

2020 年 12 月 21 日第 54 回

　会員の共通点は様々な経験を経て尚、社会参加で役立ち、自分を生かそうとする姿です。
会員となって仕事をするにあたり、思うような仕事につけるとは限らない。やったことの無い仕事に就く
ことも多く、経験を活かせる仕事とは限らないわけで、悩むことも愚痴を言いたい事もあるかと思います。
　会員の仕事は夫々が別の職場で、交流はほぼ無い。そこに誕生した女性交流会「夢の輪」。この場がある
事は大いなる意味があると感じています。回を重ねる毎に、出来てよかったと思います。
　別の職場だからの適度な距離感。適度な安心感と、適度な緊張感が持てて、新たな自分を発見すること
もあり、いくつになっても知らないことが沢山ある事を素直に知ることができる場だからです。

女性会員のためのオアシスの場として、
      100 回を目指しています。

仕事を離れたところでの楽しい交流の場 「夢の輪」

2021 年

Xmas バイオリンコンサート 2020 年 10 月 27 日第 52 回
接遇マナー＆コミュニケーション研修

幼い頃からバイオリンを学んでいた
という会員さんを発掘し、
コンサートを開きました。

　会員の中には自らの経験・スキルを地域貢献、社会参加などで生かそうとする方がたくさんおられるとお聞きします。
　その選択肢の一つとして「仕事」に就くことや仲間づくりを目的にシルバー人材センターへ入会されているようです。ただし、時
には悩みや愚痴をこぼしたくなる事もあるようですが、意外と会員同士の交流やつながりを築くきっかけがありませんでした。
　そこで誕生した女性交流会「夢の輪」。
　このような場がある事は大きな意味があると感じています。回を重ねる毎に、そして皆さんの笑顔を拝見するたびに感慨深いも
のがあります。
　これからも「適度な距離感」「適度な安心感」「適度な緊張感」を共有し、新たな自分を発見することやいくつになっても知らないこ
とが沢山ある事を素直に知ることができる場として励んでいきます！！　� 　（就業開拓員　酒井、能勢）


